
校長式辞 

 

春の息吹が感じられる今日の佳き日に、PTA 会長 下方直美(しもかた なおみ)様、同窓

会長 金井照明(かない てるあき)様、後援会長 関清美(せき きよみ)様、本校前校長 田村直

治(たむら なおじ)様をはじめ、多くのご来賓の皆様のご臨席を賜り、多数の保護者の皆様

のご列席のもと、令和六年度 埼玉県立川越工業高等学校卒業証書授与式を挙行できますこ

とは、教職員一同この上ない喜びであります。 

 

ただいま、卒業証書を授与された二五二名の皆さん、卒業おめでとうございます。これは、

皆さん一人ひとりの努力の賜物でありますが、同時に温かい愛情を持って励まし、支えてこ

られました保護者や、さらには本校創立以来ご支援をいただいております多くの方々のお力

添えのおかげでもあります。どうか感謝の気持ちを忘れることなく、引き続き一層の努力を

積み重ねるよう期待しています。 

 

高校生活を振り返れば、様々な出来事が、アルバムをめくるように鮮明に思いだされるこ

とでしょう。合格発表の日、どんな気持ちでこれから始まる高校生活を思い描いていたでし

ょうか。高校生活は決して楽しいことばかりではなかったと思います。レポートや作品の提

出、資格検定に向けた講習、さらに、三年生になってからは、就職に向けた面接指導や進学

先の選択、入試に関する苦労など、多くの困難に直面した人も多かったことでしょう。保護

者や友人と考えや意見が合わず、悩んだ人もいると思います。これらの経験を通して、皆さ

んは立ち止まりながらも一歩一歩成長し、本日の卒業式を迎えたのだと思います。 

 

また、多くの思い出もできました。様々な制限がある中で、工夫しながらも、クラスや仲

間と団結し、成功に導いた工業祭や体育祭、北陸・関西方面でクラスメートと共に過ごし、

夜通し将来のことや夢について語り合った修学旅行、仲間とともに目標に向かって精いっぱ

い努力した部活動。そして、皆さんが授業で身につけた、専門的な知識や技術、学習の中で

の外部連携や川越市のイベント企画などにより培ったコミュニケーション力や企画力。これ

らは、皆さんにとって、かけがえのない財産となるでしょう。 

 

さて、卒業生の皆さんに、今後の生活で大切にしてもらいたいことを三点お話したいと思

います。 

 

一つ目は、創造力をつけるために「なぜ」という問いを持ち続けてほしいということです。

ここ数年の間に、AI の技術開発に拍車がかかり、信じられない速さで進化しています。機



械学習の一つであるディープラーニングの技術を取り入れた AI は、囲碁や将棋では名人と

されるプロの棋士にも勝つことができる実力が備わっています。コンピュータの高速化や高

度なソフトウェア開発、ビッグデータの活用がもたらした成果とも言えます。ある学者は

2045 年には、AI が人間の能力を超えてしまうシンギュラリティ、「技術的特異点」が訪れる

と予言しています。しかし、特定分野では人間の能力を超えているものの、全てがそうなる

というわけではありません。AI は最適な答えを出すことを結果としていますが、自分が出

した答えに対して、疑問を持つことは苦手です。自分が一度出した答えに、振り返って、再

度「なぜ」という疑問を持つことは、いまのところ AI にはできないのです。しかし、我々

人間は「なぜ」を考えることができます。人間しか持てない問い「なぜ」は、想像力の源で

あり、物事の本質を見極める最善の方法といえるでしょう。ぜひ、そのことを忘れぬように

してください。 

 

二つ目は、悔いのない人生を送るようにして欲しいということです。君たちが本校三年間

で身につけた技術と知識は、これからの人生で大いに役立つことでしょう。しかし、それだ

けでは十分ではありません。今後君たちが歩む人生を豊かにするには、他人の話を十分に聞

くが、それを鵜呑みにし、流されるのではなく、自分の心と直感を信じる勇気を持ち、そし

て具体的な行動につなげてほしいと思います。常に自分自身に問いかけ、自分が本当にした

いことを見つけ出してください。満足のいく人生にするためには、時には周りとは異なる道

を選ぶ覚悟も必要です。失敗もするかもしれませんが、失敗を糧にして、乗り越えた時にこ

そ、本当の幸せと満足を見つけることができるのです。自分の夢と信念を持ち続ければ、ど

んな困難も乗り越えることができます。皆さんが輝かしい未来を切り拓いていくことを心か

ら願っています。 

 

三つ目は、「温かい思いやりの心を大切にし、豊かな人間性を備えた人になってほしい」

ということです。人は一人では生きてはいけません。「食べること」一つとっても、多くの

生産者、流通、販売など、様々な人間関係の中で成り立っています。困った時や悩んだ時、

人と人とのネットワークの中で解決されることも多くあります。人への思いやりは、ほかの

人を幸せにするだけでなく、自分自身も幸せにするはずです。世の中には、自分さえよけれ

ばという考えの人もいます。好き勝手なことをしたり、言ったりして、そのことが他人に迷

惑をかけたり、心を傷つけたりしているかを考えようとしない人がいます。思いやりの一歩

は、相手の立場に立って考える優しさです。特に、君たちが学んだ工業技術は、どうすれば

人々の暮らしを豊かにできるかを考え、安心安全な世の中にするためのものです。ものづく

りは、人々の生活を豊かにするために活用されるべきです。それを発展させて、他人を理解

する心を育み、人間性豊かなエンジニアとして成長していってください。 



保護者の皆様、これまで本校の教育活動に、温かいご支援とご理解をいただき、誠にあり

がとうございました。皆様のご協力のおかげで、今日この日を迎えることができました。学

校に対するご意見やご心配があったことと思いますが、我々を信じてくださり、本当に感謝

しております。これからもどうか、卒業生たちの成長を見守り、励ましていただければ幸い

です。 

 

結びに、卒業生の皆さんが、本校で工業技術を学んだことを誇りとし、健康に留意し、そ

れぞれの目標に向かって精進、努力され、やがては花を咲かせ、実を結ぶことを願っていま

す。そのためにも「自分で考え、判断し、何をすべきかを決めて動く」、皆さん一人ひとり

が主体性をもって、この先の人生に臨んでください。高校での学びは、本日をもって一区切

りとなりますが、人生の学びは、これからが本番です。皆さんの前途が明るいものとなり、

幸多かれと祈念し、私からの式辞といたします。 

 

令和七年三月七日 

埼玉県立川越工業高等学校長 染谷 明生 


